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ぬ ま づ 議 会 だ よ りぬ ま づ 議 会 だ よ り

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
は

問　

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ

ム
）
の
導
入
に
対
す
る
考
え
は
。

答　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
公
共
交
通
と
し
て
、
環

境
負
荷
軽
減
の
ほ
か
、
将
来
を
展
望
し

た
快
適
な
都
市
空
間
の
形
成
と
い
っ
た

観
点
か
ら
も
有
用
な
交
通
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
導
入
に
当
た
り
多
大
な
初
期
投
資

が
か
か
る
こ
と
や
、
現
在
の
沼
津
駅
周

辺
の
南
北
交
通
が
困
難
で
あ
る
状
況
下

で
は
そ
の
効
果
が
限
ら
れ
る
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
Ｌ

Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
県
東

部
地
域
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
す
る

経
済
人
か
ら
の
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

構
想
の
中
で
、
そ
の
整
備
が
提
言
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
先
日
、
開
催
さ
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
沼
津
商
工

会
議
所
会
頭
が
述
べ
た
沼
津
駅
・
沼
津

港
間
に
お
け
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
つ
い

て
の
考
え
も
、
高
次
都
市
機
能
の
充
実

の
た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
提
案
を
参
考
に
し
つ
つ
、
既
存
の
公

共
交
通
機
関
と
の
効
果
的
な
連
携
の
も

と
、
新
た
な
交
流
を
生
み
出
す
魅
力
あ

る
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
長

期
的
な
視
野
に
立
ち
、
調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
く
。

隣
接
校
選
択
制
の
現
状
は

問　

隣
接
校
選
択
制
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
地
元
の
地
域
活
動
に
参
加
す
る
児

童
生
徒
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
①
隣
接
校

へ
通
学
す
る
児
童
生
徒
数
と
そ
の
主
な

理
由
は
。
②
隣
接
校
へ
の
通
学
を
認
め

る
際
の
条
件
及
び
指
導
内
容
は
。
③
本

制
度
に
対
す
る
認
識
は
。

答　

①
平
成
二
十
三
年
度
の
小
中
学
校

の
新
入
学
者
に
お
い
て
、
本
制
度
を
利

用
し
、
隣
接
校
へ
通
学
す
る
児
童
生
徒

数
は
、
児
童
生
徒
総
数
三
千
四
百
八
十

一
人
の
う
ち
、
三
百
二
十
四
人
で
あ
り
、

利
用
者
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、
通
学
距
離

及
び
安
全
性
が
約
半
数
、
友
人
関
係
が

二
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
②
隣
接
校

へ
の
通
学
を
認
め
る
際
に
は
、
希
望
す

る
学
校
の
教
室
数
が
受
け
入
れ
可
能
な

範
囲
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
す
べ

て
の
申
請
者
に
対
し
て
、
居
住
す
る
地

域
で
の
子
供
会
の
加
入
を
初
め
、
防
災

訓
練
、
奉
仕
活
動
、
各
種
行
事
等
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

③
本
制
度
の
主
た
る
目
的
は
、
通
学
距

離
の
解
消
及
び
安
全
性
の
確
保
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
選
択
し
た
学
校
へ
の
愛
校

心
及
び
責
任
感
な
ど
、
保
護
者
及
び
児

童
生
徒
の
意
識
の
変
化
が
期
待
で
き
る

と
と
も
に
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
選

ば
れ
る
立
場
と
な
る
こ
と
で
、
活
性
化

が
図
ら
れ
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が

進
む
と
い
う
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
。

本
制
度
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
安

全
な
環
境
の
も
と
で
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
有
効
な
制
度
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
と
も
、
各
学
校
や
地
域

で
の
利
用
の
実
態
を
慎
重
に
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補
正
予
算

〈
一
般
会
計
〉

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
五
千
百
五
十

三
万
四
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で
、
そ

の
結
果
、
予
算
総
額
は
七
百
三
十
一
億

五
千
六
百
四
十
八
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

追
加
し
た
も
の
は
、
津
波
対
策
事
業

費
三
千
万
円
、
中
小
企
業
支
援
利
子
補

給
事
業
費
千
六
百
七
十
万
円
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
費
二
百
五
十
万
円
、

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
特
別
対
策
事
業

費
百
七
十
五
万
円
、
社
会
福
祉
基
金
積

立
金
五
十
八
万
四
千
円
で
す
。

　

財
源
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定

財
源
の
ほ
か
、
一
般
財
源
と
し
て
繰
越

金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
で
す
。

▲魅力ある学校づくりを

▲地域コミュニティ事業費を活用し、
設置された自治会の屋外掲示板　


